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【目的】 
認知症の人が身体疾患を来たした際に救急告示病院が提供している医療の実態を明らか
にする。 
 
【方法】 
全国の救急告示病院（3,697ヶ所）を対象としてアンケート調査を行った。 
「臨床研究に関する倫理指針」を遵守して行い、倫理・利益相反委員会の許可を得て実施し
た。 
 
【結果】 
593ヶ所の病院から回答があり、有効な回答を得た589ヶ所について解析を行った。認知症の
身体救急疾患の診療について、86％の病院が「通常行っている」「行うことが多い」と答えた
が、7％の病院が「通常行わない」「行わないことが多い」と回答した。また、緊急入院につい
ては、83％の病院が「通常受け入れている」「受け入れることが多い」と答えたが、5％の病院
が緊急入院を「通常受け入れない」「受け入れないことが多い」と回答した。94％の病院が認
知症の人の身体救急疾患への対応が困難であると答えた。 
 
【考察】 
今回回答を得た病院のほとんどが認知症の人の身体救急疾患の診療を行い、緊急入院の
受け入れを行っていたが、一部で診療を行わなかったり、緊急入院を受け入れない病院もあ
ることが明らかとなった。救急医療の現場では認知症の人の身体疾患への対応に困難を感
じており、喫緊の対策が必要であることが示された。 
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調査結果の主要事項の概要 



【困ったときの対応】 n=589 
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